










































【 使 用 装 置・ 機 器 】SIEMENS社 製1.5T臨 床 装 置MAGNETOM Avant Dot Spine 
Matrix Coil
【方法】1、 2D_true fisp_fs、T2WI SPACE+fs、3D T2WI tse+fs、3D medic+water 



























































































【方法】VF 0.3, 0.5, 1.0, 1.5と設定し、機械的な循環ファントムを用いて可変係
数が異なるTECを取得した。ヨード使用量は24gI（240mgI/mL:100mL）とし、

































【 結 果 】TBT変 法 で 撮 影 を 行 っ た200症 例 のLAD（#6、#7）、LCX（#11、
#13）、RCA（#1、#3）で測定した平均CT値はそれぞれ#6：445、#7：333、
#11：383、#13：320、#1：407、#3：398で 心 臓CTに て 推 奨 さ れ るCT値：
350と同様な評価となった。また撮影プロトコルの体重辺りヨード量を300～
350mgI/kgにすることで体重別によるCT値のバラつきも少なくなった。
【考察】今回考案したTBT変法は従来法よりトリガータイミングが撮りやすく、
以前より安定した画像を提供することが出来るようになった。また簡便であ
る為、他施設でも有効利用することが期待できる。　
